
班

英

官

制

だ

よ

-

(

二)

鰐
四
番

第
六
雛

四
突

五
〇

三
､
倫
敬
欠
畢

U
n
iv
ersity
o
f
L
on
do
n
･

倍
数
で
は
伶
故
大
典
の

LTIliversity
C
.12ege
T,
i
.nd.n
Schooto

f

ブ
リ
サ
づ
シ
rT,-
ユ
ジ
γ

ム

Eco
n
omi
cs
lj
な
搬
ま
L
t

､

前
衛
は

大

堀

博

物

館

側

線

側

に
常
て
居
り

ま
し
て
､

地
現
代

A
rts

の

朴
1J
し
て
放
か
れ
て
あ
り
ま
す
､
本
館
私

通
て
後
廃
に
出
ろ
,,/

本
館
1)
前
行
L
i
l､
静
由
佳
宅
式
の
長

い
放
物
が

衣
あ
､
其
の
中
り

一
部
(
A
rts
an
n
ex
e
2,
T.
On

H･)
が
之
tこ
充
て
ら
れ
て

･B
ま
で
ー
間
口
岱
ーこ
五
同
位
､
三
倍
迫
に
な
っ
て
厨
リ
ー
外
観
極
-
御
粗

末
で
あ
る
､
階
段
私
立
ろ
ミ
玄
関
が
わ
つ
て
､
右
側
.1ニ
珊
鵠
室
が
み
ろ
､

C
artog
rap
h
y

の
敦
賀
で
､
岡
北
に
細
長
い
室
で
､
北
側
は
庇
接
街
路
に

回
し
て
居
ろ
､
怒
り
問
に
誤
槻
み
か
け
､
右
側
に
憾
み
僻

へ
､
日
本
り
幾

枚
で
静
油
t=
用
ふ
ろ
尊
企
用
机
が
館
つ
も
並
べ
て
み
ろ
､
燃
上
に
_ェ
放
:;=]

問
み
か
け
､
左
側
の
奴
に
倣
洲
脚
が
か
け
J
rれ
､
放
り
傍
に
鞄
問
鮪

1
恨

み
鑑
与
､
地
球
儀
み
放
て
居
ろ
だ
け
で
-
別
11
仲
純
な
設
備
-ェ
な
い
､
階

上
(
F
irst
F
lB
r)
_ェ
工
芸
に
な
っ
て
居
り
､

7
室
に
街
路
に
卸
し
て
顔
く

他
は
其
後
.1
位
し
て
小
で
み
ろ
､
前
者
_

M
ap
･rB
m

筏
者
は
教
授
り
姓

室
で
､
立
位

Li
on
et
W
illiam

L
yd
e
教
授
の
室
で
あ
る
､
中
央
に
テ
ー

ブ
ル
一
仰
各
班
rq
,ー
周
琴
1
番
棚
ね
僻
へ
､
粗
鋼
な
'r/)掛
け
て
あ
る
ー
単

な
る
蜂
某
.1
担
ぎ
t･S
い
｡

三脚
ハ
S
econ
d-
F
1.or)
は
野
地
の
胡
強
盗
､
尿

粒
欝̀
の
寅
tl

爪
O-
nlittee
rS
ln

_こ
な
つ
て

伊

方

.
常
数
室
の
立
位
H_
敦

寺

門

貞

衣

料

用沓
ビ
し
て
よ
-
試
よ
れ
ろ

E
con
om
ic
g
eo
gTaP
h
y
や

M
aTl
a
t)a

h
i
s･W
ark
ets
り
管
潜
で
あ
る

L
W
･
L
y
d
e

氏
で
あ
る
'

サ

イ
ン
タ

ー

i"(
W
in
d
sor)
御
滞
在
中
で
固
骨
の
磯
谷
絡
七
か
つ
i1
が
ー
居
合
は
L
i1

助
敦
投

C,
D
･
F
o
rd
e

氏
G
l案
内
払
受
け
た
､
氏
は
未
だ
極
-
若
い
人

で
t
C
art.g
rap
h
y

み
拍
常
し
て
居
ろ
ー
婦
人
の
耕
地
が
数
名
砥
部
'
人

口
に

組
す
る
鞘
鶴
で

R
ep
resen
tltio
n
o
f
P
.p
E
atio
n
statistics
固
み
掲

げ
､
問
法
ね
説
明
し
て
居
i1
､

兎
に
角
此
り
致
岩
H_
地

紫
郎
ミ
し
て
､
kT'

立
の
縫
物
私
有
し
て
居
ろ
TJ
云
ふ
.1
止
り
ー
教
室
の

1
隅
に
掛
閉
り
乱
経

に
散
在
し
て
居
ろ
な
.r/J
I
L
y
d
e
教
授
は

瞭
妨
地
税
幾
瀞
F,J
し
て
知
ら
れ

其
L1
御
蹴
鞠
は
如
何
にこ

立派で
あ
る
に
ぜ
よ
､
飴
り
窺
括
り
よ

い
研
究
所

･rJ
は
考

へ
ら
れ
hT･Sか
つ
た
｡

L
o
n
d
o
tl
S
ch
o
ot
o
f
P
E
c.n.m
ics
I

S
tran
d
三

省
ふ
伶
敦
紫
琴
の
中

心

_こ放
し
､
旺
呼
の
経
基

で
､
厨
虻
で
あ
る
､
地
理
は
硝
薬
準
の

7
郎
ミ

し

て設
旺
さ
れ
て
居
る
の
で
､
三
滞
り

1
隅
_二
倍
ろ
六
十
六
希
室
が
､
夫

で
あ
る
､
弼
鞄
室
は
此
り
向
側
に
新
設
中
で
あ
っ
七
か
ら
日
下
t‡
米
だ

1

定
し
て
居
ら
な
い
､
掛
問
な
4',)は
郎
下
り
撃
財
布
利
用
し
､
地
糊
掛
私
設

備
L
､
外
部
か
布
尉
淑
基
軸
i1
ら
し
て
伽
存
し
て
伊

方､
鋸
串
館
の
紹
介

で
訪
閃

tJeCtu
rer
の

L
･
R
.dIw
lrd
Jen
es
氏
_二
田
骨
す
る
､
伐
り
室
は_

研
究
室
の
隣
､
助
手
盗
み
拒
て
ー
備
え
ii
小

室
で
､
中
央
に
机
み
置
き
ー



燭
磯
に
恕
棚
布
愉

(
て
居
る
ー
研
究
蛍
は
騰
大
社

T
宝
が
之
れ
に
充
て
ら

れ
､
即
ち
前
逃
り
六
十
六
稀
翁
で
､
入
口
の
鑑
ぐ
左
側
に
鵜
倣
み
僻

へ
.

之
TJ
州
封
す
る
牝
に
は
天
非
に
速
す
ろ
大
審
棚
み
投
与
､
入
口
の
右
側
6
1

蛇
に
は
之
も
天
井
追
払
す
る
ー
大
音
な
地
闘
柵
を
僻

へ
､
三
内
中
央
に
し

…
佃
り
草
子
亡
北
ハ周
に
､
四
梱
り
大
､せ
な
馳
問
産
み
犀
,O
､
其
の
下
基
は

抽
出
み
盤
粧
し
て
､
地
図
箱
に
な
っ
て
居
ろ
､
姐
御
収
は
利
用
の
際
､
引

き
上
げ
斜
田
-ト
伴
t
L
む
ろ
出
鑑
Li
な
っ
て
居
ろ
'

一
戟
脚
姦
上
.1
1王
､

131ack
gl
.b
e

が
置
か
れ
､
幻
燈
の
誰
俳
も
見
変
ら
れ
た
､
入
口
の
戸
に

1

T
h
ird
,
S
e‖ond
an
d
th
ird

y
ear
geograp
h
y

stud
ents
only
,
m
ay

w
o
Tk
in
the
lOOm
lJ
番

.J
お
ろ
か
ら
､

7
枚
に
は
利
用
日
雑
な

い
ら
し

い
J.
簸
考
啓
な

.,JJ
も
静

迫

の

も
り
1

1
曲
り
僻

へ
ら
れ

､
研究
室
TJ
し
て

の
偶
舵
は
充
分
11
僻

へ
て
居
ろ
様
に
見
受
け
ろ
け
れ
'r/)
も

一
室
に
す
べ
て

か
網
羅
し
て
居
る
の
で
狭
腿
ー
昂
の
研
究
に
は
如
何
ミ
考

へ
ら
れ
七
､
教

授
に
は

P

Jo
nes
氏
の
血

に

S
ir
H
二

･
M
ack
ind
er
教
授

等
S･
H
ild
a

A

O
rm
sb
y
,
A
二
･
Salgent
り
諸
氏
か
研
為
､
JOneSI
氏
は
摘
発
地
澱
､
経

机
地
｡i
L
M
rs･
O
rm
sby
氏
t

G
en
erat
g
e.grap
h
y
h4.
Sarg
en
t
氏
は

書
.n
om
ic
geogm
ph
y
払
誹
に
て
居
ろ
､
練
_こ
崇
F
ck
in
d
er
数
枚
は
ー

O･d..rd
大
選
粗
放
韓
那
政
利
の

R
ead
er
で
あ
っ
i1
方
で

B
ritai.n
ana

Lh
｡
B
ritish
S
eas
_ユ
其
の
評
TJ
し
て
知
ら
れ
て
居
ろ
､
孟
1,
し
て

H
ist･

orica.I
g
eO
t,ETm
Phy
の
方
囲
み
緋
せ
ら
れ
､
本
年
は

H
istoricpt
g
eog
r㌣

i,ny
O
f

CDnti
nen
tlL
E
ulOP
e
ln
d
th
e
lW
ed
i-erran
ean
.
H
istori
cal

geogTraP
h
y
.
f
the
B
fitish
lsles,
O
ceal
and
A
i･l･C
om
m
un
ications
等

み
榊
じ
て
蹴
ら
れ
七
､
常
絞
り
抽
選
那
ーユ
所
業
相
沢
の
他
り
単
科

yJ
同
株

或
紫
科
目
1J
L
ttJ
､
珊
範
科
目
も
多

数
あ
る
か
ら
1

1
寸
抱
耶
す
る
に
は

英
音
別
だ
よ
り

都
合
の
よ
い
場
所
'}
考

へ
i･LO

此
り
他
t
S
.nth
E
en
sing
ton
に
在

ろ

[1nP
eriat
Institute
に
は
英

樹
各
位
比
企
産
物
61
研
究
が
よ
-
行
け‡
れ
て
併
り

~
本
館
の
後
方
t･._
焼
-

其
の
由

利
館
み
な
し
て
居
ろ
､英
領
印
度
在
始
め
､
加
奈
帽
､
濠
洲
'南
附

等
各
椛
民
地
り
地
産
佃
が
地
方
別
に
L
LJ
光
弘
､
懇
切
な
訊
明
粘
,施
し
て

檀
-
秩
序
的
に
陳
列
さ
れ
､
其
の
,也
産
地
か
ら
､
製
造
法
に
至
る
迄
熟
知

L
得
ろ
蹄
に
な
っ
て
好
ろ
､
緋
列
緒
の
中
央
に
幻
燈
在
盤
記
し
て
訊
明
す

る
設
僻
も
川
兆
て
居
り
､
藤
池
数
は
G
l公
開
誹
鶴
も
此
庭
.1こ
開
か
れ
､
小

導
出
な
+･,)に
も
時
々
貸
地
謂
鶏
み
ず
ろ
疎
に
も
な
っ
て
煉
る
､
商
品
り
研

究
1J
か
静
泡
敵
背
上
に
代
地
上
な
rO
よ
い
設
備
ミ
申
し
て
宜
し
い
｡

三
､
0
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rd
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n
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O
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で
はは
地
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称

号
同
株
古
-
か
ら
祈
究
さ
れ
て
尉
ii

蝕
リ
軸
率
史
上
t二
は
あ
ら
ほ
れ
て
掃
ま
せ
ぬ
け
れ
../)-
､
英
図
で
ti
之
布

地
畢
虫
上
に
特
筆
す
ろ
婆
み
ろ
も
の
ビ
考

へ
て
居
り
ま
す
､
夫
り

N
ath
･

anel
C
arp
ellter

の
如
き
は
此
り
大
勢
に
屈
し
､
既
に
十
七
世
頃

(
7
六

二
五
)
G
eograp
hy

私
か
い
て
居
り
ま
す
､
然
し
地
盤
ミ
し
て
設
混
ぜ
ら

れ
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り

托
伶
散
り
地
盤
協
骨
て
､
界
に
挟
倣
､
調
査
許
で
な
-
､
地
租
教

育
上

必
嬰
な
る
串
を
革
め
､

拙
攻

納
骨

り
菰
力
で
'
蜘
骨
だ
大
柴
で
の

C
oop
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に
て
1

7
八
八
七
年
に
軸
桝
の

1te･1d
ersh
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が
紀
か
れ
､

政
和

は

0
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A
slm

oiean
･W
useu
m

で
､
珊
韻
私
闘
-
邸
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な
り
よ
し

t
､
之
が
英
国
に
於
け

島
地
挙
り
大
坪
に

誼
辞
さ
れ

た
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で
､
現
今

L
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n
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E
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地
祭
り
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枚
で
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る
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M
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･

5
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が
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r･
A
･
H
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A
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で
あ
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し
た
､
常
時
班
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祭
挫
し
て
屈
ま
L
Li澗
泡
の
伯
林
や
､
喚
幽
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究

也

五
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地

球

の
地
番
教
室
松
組
想
ま
し
て
二

九

〇
五
年
同
じ
-
､
地
鉄
協
骨
の
骨
折

で
特
別
の
教
範
が
迎
放
さ
れ
ii
､

犬

が
現
今
の

-q
:h
.a

of
geograp
h
y

で
､
B
road
S
treet
四
十
番
地
に
在
り
ま
す
､
地
築
協
懲
り
鑑
カ
で
凹
氷

七
も
り
だ
げ
あ
っ
て
､
建
佃
は
赤
瓦
の
m
食
式
で
何
～J
年

っ
伶
故
の
地
坪

協
骨
私
印
俳
せ
し
め
ま
す
､
サ
グ
ス
フ
ォ
ー
ド
大
草
本
館
の
西
約
三
町
G
T

艦
_こ
任
し
､
成
洪
た
る
園
地
在
野

兄
､閑
雅
叱
底
で
は
め
り
ま
す
､飯
岡
L

モ
L
ii
の
は
三
月
の
下
旬
で
あ
り
ま
し
て
､
未
だ
少
し
蒔
ぐ
あ
り
史
し
た

が
､
晴
れ
地
先
碧
に
桃
花
の
.咲
き
牡
べ
ろ
何
亡
も
云
へ
の
爽
快
み
感
じ
､
玄

関
前
の
天
気
脚
叉
何
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な
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軸
率
教
室
ら
し
い
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軸
組
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史
L
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､
助

数
枚
の

h
k
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氏
の
境
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で
靴
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す
ろ
､
G
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d
F
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は
安
閑
､
図

番
室
､
F
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F
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r
(
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階
)
工｢
教
室
ね
始

め
t
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主
､
奥
脚
室
､
地
同

室

S
ecord

F
lo
or
は
数
枚
研
究
室
流
_こ
地
同
所
粍
畠
に
な
っ
て
併
リ
､

地
撰
協
骨
の
由

物
･TJ
同
棒
､
極
-
複
純
.1
出
水
て
肝
あ
､
戸
み
排
し
て
入

あ
せし所
謂
玄
関
､
組
氷
床
の
堂
々
i1
ろ
室
で
､
中
央
に
火
卓
子
が

1
つ
混

て
あ
り
､
下
喜
代
抽
凹
み
価

へ
て

尉
ろ
､
他
聞
耕

ら

し
い
､
嗣
哩
に
は

端
大
な
､
掛
脚
箱
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設
僻
L
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あ
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柵
膳
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､
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井
拓

-
左
側
に
階
段
み

設
け
て
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二
階
に
通
ず
る
棟
に
な
っ
て
牌
あ
ー
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周

囲
に
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拡
大
な
藩
棚
み
紀
与
＼

郡
和
布
別
け
て
､
鞍
桃
し
て
併
ろ
｡
日
本

の
郡
か
沈
潜
し
た
が
費
朋
で
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案
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が
数
郡
み
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に
過
ぎ
ず
､
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粗
密
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し
て
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云
ふ
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1
肪
み
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の
で
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つ
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階
段
の
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敬
に
溶
-
天
井
に
連
で
あ
ー

大
r4,,な
日
本
館
図
り
帖
朝
が
阻
み
幣
か
す
､
朝
鮮
､
轟
樹
迄
-
具
備
t
て

肘
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､
何
ゼ
ロ
本
島
に
限
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こ
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大
音
な
杓
弛
み
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i
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か

ミ

尋
ね

ろ
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日
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府
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ら
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辞
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で
あ
る
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､
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置
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に
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し
て
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に
鴻
げ
i
iも
り
で
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ら
-
､
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で
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っ
た
､
富
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氏
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地
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恵
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此
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尊
宅
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が
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旗
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協
骨
で
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に
､
啓
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て
み
ろ
､

7
位

地
鉄
に
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